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まえがき

　本書は，Care, handling, and storage of photographs / by Mark Roosa ; revised 

and updated by Andrew Robb, 2002. Paris, International Federation of Library 

Associations and Institutions. Core Activity on Preservation and Conservation, 

c2004. International Preservation Issues ; no. 5. の翻訳です。
　著者のマーク・ルーサ氏は，ハンチントン図書館（サン・マリノ）を経て，
1998年に米国議会図書館（LC）に入館，2000年に資料保存部長に着任すると
ともに，LCに設置されている国際図書館連盟資料保存コア活動（IFLA/PAC）
アメリカ合衆国およびカナダ地域センター長も務め，2004年に退職しました。
現在，カリフォルニア州のペッパーダイン大学図書館長を務めています。広
く保存修復の分野に業績を残していますが，最近は，録音映像資料，電子資
料といったいわゆるニューメディアの保存に造詣が深く，それらに関する多
くの著作・発表があります。
　IFLA/PACの使命は，将来に向けて図書館資料や情報資源を保存するため
に，物理的，化学的劣化の問題に対する解決策を追求する努力を世界的に奨
励し，促進することです。そのため，広報メディアとして，IFLAサイト内
におかれたホームページのほか，“International Preservation News”（年 3回），
“International Preservation Issues”（不定期）を発行し，各地域センターを通じ
て各国の国立図書館等に配布し，図書館の管理者，職員に保存の理論と実践
の教育，利用者に保存の必要性と役割を知らせるとともに，図書館，文書館
資料の製作，保存，処置に関する啓蒙活動を行っています。特に，“International 

Preservation Issues”は，資料保存をめぐる諸問題についてのガイドブック，
ハンドブックとして利用してもらうように編集しています。これまで，既に
翻訳のある『図書館資料の予防的保存対策の原則』や「IFLAと UNESCOに
よる電子化・保存調査」，「危機にさらされた文化遺産の保護のためのブルー
シールド」，「災害に対する備えと計画：防災マニュアル」などが刊行されて
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きました。本書は，その第 5号として刊行されたものです。
　私たち日本人は根っからのカメラ好きで，写真は本当に身近なものであり
ます。記録や記念として，几帳面な人はきちんと整理をしアルバムなどに入
れて，また不精な人は箱に入れるか袋のまま保存しているのが普通です。そ
して，何年かたって，劣化，損傷や褪色に気づいて，その度合いに応じて過
去を懐かしみ，遠のいた記憶を新たにすることがしばしばではないでしょう
か。
　図書館や文書館でも，紙資料や他のメディアについては，一定の知識のも
とで保存に心がけておりますが，写真となると，資料としてあまり量もなく，
どうしてよいかわからず紙資料などと一緒に保存しているのが普通だと思わ
れます。しかしながら，写真はきわめて特殊な材質をもち，特殊な構造によ
ってできており，単に温湿度，大気汚染物質のみならず，建材，収納家具，
保存用封筒などさまざまな環境の影響を受けやすく，劣化しやすいものであ
り，紙資料とはことなる保存対策を必要とする資料なのです。
　劣化，損傷や褪色した資料の修復措置は専門家に任せるとしても，写真に
は写真の，しっかりとした化学的，技術的知識をもって，予防的な保存対策
を講じることが，私たち図書館員の責務であろうかと思います。本書を参考
にして，いつまでも写真資料をフレッシュに保存して利用者にみていただけ
るよう，個人蔵の写真のように手遅れにならないようにしていきたいもので
す。
　最後になりますが，本書の刊行に，ご尽力をいただいた多くの方々には厚
く御礼申し上げます。

　　2006年 3月
　　　　　　　　　　　　　　国立国会図書館収集部司書監
　　　　　　　　　　　　　　IFLA/PACアジア地域センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那　須　雅　熙
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1　はじめに

　写真は物理的・化学的影響を受けやすく，写真を保存する図書館や文書館
などの職員にとっては管理が難しい資料のひとつである。写真が誕生した
1830年代末から，さまざまな写真方式や材料が使われてきたが，どの方式
をとっても時間と使用頻度が増せば劣化していくことになる。劣化は進行し
ていく自然な過程であるが，その過程を遅らせるためにさまざまな対策をと
ることができる。

　劣化した写真には専門家による修復処置が必要となるが，それには高度な
技術と費用，時間がかかる。また，研究コレクションに含まれる大多数の写
真に関しては，劣化した写真一枚一枚に修復処置を行うことは，非現実的で
非経済的である。しかし，望ましい保存環境の維持，職員および利用者への
教育を通じた適切な手当てや取り扱いの促進，品質のよい保管庫の利用など
の予防的保存活動を取り入れることで，収集した写真をよりよい状態で保存
することができる。

　この本は，どのように，そしてなぜ写真が劣化するのか，劣化を遅らせる
ために何ができるのか，についての基本的な知識を身につけてもらうための
ものである。ここで述べることは，黒白の銀印画（シルバープリント），ガ
ラス乾板やフィルムベースのネガ，発色現像方式カラー写真（ネガ，プリン
ト，スライドを含む），デジタル出力やハードコピー（インクジェット方式
プリント，昇華型熱転写方式プリント，静電方式プリント）など学術図書館
や文書館などで一般的にみられる写真方式に焦点を絞っている。
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2　写真の構造

　写真はさまざまな素材の複合体である。写真術の発明以来，数多くの素材
が多種多様な写真の原材料として使用されている。

　写真の基本的な構造は以下の 3つからなる。

①　支持体
　　支持体は，主にガラス，プラスチックフィルム，紙または樹脂コート紙
からなる。

②　バインダー
　　乳剤層またはバインダー層は，画像材料または画像形成材料を支持体に
結合させる。バインダーにはゼラチンが最も多く使用されているが，ア
ルブミンやコロジオンが用いられているものもある。多くの場合，イン
クジェット方式プリント用の印画紙には，合成樹脂が塗布されている。

③　画像材料
　　画像材料は，銀，色素または顔料からなり，乳剤層やバインダー層の中
に分散されている。

3　識別

　さまざまなタイプの写真を識別するためには，写真技術史についての基礎
知識を必要とする。そのため，収集した写真に対する責任を負う学芸員やア
ーキビストなどは，少なくともさまざまな写真方式と，それらがいつの時代
に使用されたのかということに精通しなくてはならない。この情報は，目録
作成のためだけでなく，適切な保存方法を決定するためにも必要である。ま
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た，年代物のオリジナルか後日作られた複写物なのかを区別するためにも写
真方式を知ることは必要である。保管要件は，写真によって異なる。有害な
物質を含む写真（支持体が硝酸セルロースなどを含む），劣化時に有害ガス
を発する危険性のある写真（硝酸セルロースネガや酢酸セルロースネガなど），
もしくは他の写真に被害を及ぼす物質を含む写真（硝酸セルロース，酢酸セ
ルロースあるいはジアゾなど）は，別々に保管しておく必要がある。写真方
式を識別する能力は，写真にとって適切な保存環境を整備して適切な保存用
包材を選択するためにも必要不可欠である。例えば，酢酸フィルムや硝酸フ
ィルムは，バッファー紙 1)のスリーブに収納し，別々に保存しなければなら
ない。なぜならば，プラスチックの包材に収納するとフィルムベースから出
る有害な気体が包材内にたまり，画像やフィルムの劣化を加速させるからで
ある。写真方式を知るためには優れた専門書が数多くあるので参照されたい
（Coe and Booth 1983, Reilly 1983, Jarry 1996, Jürgens 1999）。

1) 緩衝紙。この場合は酸に対する緩衝性を持たせたアルカリを含んだ紙。

4　写真方式の変遷

1839－1860年 ダゲレオタイプ（銀板写真）
1839－1860年 食塩紙
1851－1925年 ガラス乾板ネガ（一般的）
1851－1885年 コロジオン湿板ネガ
1878－1925年 ゼラチン乾板ネガ
1889－1951年 硝酸セルロースフィルム（コダック社より発表。1951年製

造中止。製造期間は米国以外では異なる）
1850－1880年 鶏卵紙（アルビューメン・プリント）
1885－1905年 焼出し紙（ゼラチン・コロジオン）
1880年   黒白現像紙（銀ゼラチン印画）
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1934年   酢酸セルロースフィルム
1935年   発色現像方式カラーフィルムとスライド（コダック社より発

表。コダクロームが最初の技術）
1948年   インスタント黒白写真（ポラロイド社より発表。最初はセピ

ア色，1950年に黒白が登場した）
1960年   ポリエステルフィルムの登場
1963年   インスタントカラープリント写真（ポラロイド社より発表。

ポラカラーが最初。1972年に SX70が発表され，1975年に
ポラカラー2が発表された）

1985年   静電方式やインクジェット，昇華染料型熱転写プリントが写
真画像に多く使われるようになった。

5　コレクション管理

　コレクション管理は次の 4つからなる。調査，評価，目録作成，そして適
切なハウジング 2)と保管である。調査は，どのような写真方式が使用されて
いるのか，またマウントされているかいないか，もしくはアルバムに貼り付
けられているのかを判断するために必要である。コレクションの評価は，価
値に基づく査定，自機関のコレクションとしての適否，そして，ハウジング
と保存の必要性についての評価を伴うものである。目録作成とコレクション
の整理とは，写真資料を個々にもしくはコレクションごとに識別し，日付を
入れて，登録番号付けをすることを含む。
2) 紙やプラスチック，ガラスなどを用いて写真を物理的に保護する方法。

　コレクション中の各資料は，新しく収集されたすべての資料と同様に，調
査および評価作業の過程で，修復処置を行うまでに保護処置や安定化処置が
必要かどうかを体系的に選り分ける。脆いものや破損している写真の一時的
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な保護処置としては，写真を入れる保存箱や支えとなる堅いカードの利用な
どがある。

収蔵にあたり確認が必要な点
a. 印画構造に影響する内的問題：極度な脆弱さ，剥離しているバインダー層，
他の物理的な損傷

b. 外的問題：カビ，虫損，不適切な接着テープの使用，ゴム糊の使用

　目録には収蔵資料の 1点ごとに，その資料の状態をはじめ，物理的性質，
保存状態の評価などについて記載すべきである。資料の点数が多い場合は，
同じ素材でできた写真資料であれば，個々に作るのではなく，一般的事項と
特徴を明記した簡易目録を作成するだけで十分な時もある。目録や別の利用
手段の整備は，オリジナル写真（複製が存在しないネガを含む）や 1つしか
ない画像の利用を最小限に留めることにつながり，オリジナルの保存を助け
ることになる。きちんとした目録や複数の利用手段を確立しておくことによ
って，研究者がオリジナルの資料を利用する必要性が少なくなる。

利用手段の例：
a. コンピュータ上のデジタル画像
b. コンタクト印刷を貼り付けた目録カード
c. マイクロフィルムまたはマイクロフィッシュに複写された写真
d. オリジナル写真の写真複写（黒白またはカラー）

　図書館や文書館の基準にのっとりコレクションの調査，評価，目録，整理
をした後，特定の写真資料（例えば，硝酸セルロースのフィルムベースや酢
酸セルロースのフィルムベース，発色現像方式カラー写真）は，可能であれ
ば別々に保管することが望ましい。さらに，低温低湿の環境に保存すれば，
より一層劣化を遅らせることができる。また，フィルムベースが劣化した資
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料などを隔離することによって，そばに保管されている写真への酸性ガスに
よる影響を軽減することができる。さらに，可燃性の硝酸セルロースの資料
に関しては，消防法に基づいて別置保管を要求される場合がある（NFPA403)）。
しかし実際には，写真は他のコレクションと一括して収蔵されていることが
ほとんどで，さまざまな素材に対応した分離保管は難しく，素材によって相
反する利害間の妥協点を見出さなければならない。劣化が進んだ写真資料は，
取り扱いの際に受ける損傷を最小限に留めるために，高品質の複製を作製し
ておくほうがよい。これにより利用者はオリジナルを使用しなくても研究が
行える。近年増え続けているデジタル化事業により，このような代替手段が
整ってきている。
3) 米国防火協会の規格。

　コレクション管理には，コレクションの適切なメンテナンスやコレクショ
ンに応じた保管なども含まれる。ハウジングなどの保護処置によって，取り
扱いに伴う損傷やすり傷，破れを最小限に抑えることができる。写真にとっ
て最適な保存環境とは，写真の劣化要因である有害なガス，高温，多湿など
に対して最大の防護策がとられている状態である。

6　劣化

　写真の劣化を早める 4つの主な要因は，劣悪な保存環境，質の悪い保存用
包材の使用，写真の損傷につながる不適切な取り扱い，写真現像処理薬品の
残留や使い古した現像処理液の使用である。

6.1　環境要因

　写真資料の保存に影響する環境要因は，相対湿度および温度，大気汚染物
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質，光および清掃である。

6.2　相対湿度と温度

　写真資料は高湿や低湿，また湿度の大きな変動に敏感に反応する。高い湿
度は写真のすべての構成要素に影響を及ぼす。湿度が高いとゼラチンバイン
ダー層が軟化し粘着性が現れ，画像の退色や物理的損傷が起きやすくなる。
逆に湿度が低いとバインダー層の収縮やひび割れを引き起こし，支持体のカ
ールを招く。

　高温は写真の劣化を促進させる。特に，湿度が高い条件では，温度が高く
なればなるほど，劣化の速度は早まることとなる。大気汚染物質の悪影響と
合わさった高温高湿条件下では，銀画像の劣化と色素の退色や変色が起きる。
とりわけ，印画紙が酸性紙である場合は，劣悪な環境によって印画紙が黄変
し脆弱になる。

　高温多湿の環境下では，画像層やバインダー層，紙の支持体の上に，カビ
の胞子の繁殖を招いてしまう。一旦カビが繁殖した場合，写真に損傷を与え
ずにカビを除去することは通常不可能である。カビの繁殖は相対湿度 60%

以上，24～27℃（75～80°F）以上の時に起こる。もちろん，カビはそれ以
下の温度でも湿度が高ければ繁殖する――湿った冷蔵庫の中でさえ繁殖す
る！

　温湿度が変動する，あるいは周期的に変動すると，写真に被害をもたらす
化学的・物理的変化が起こる。温湿度の周期的変動は写真への水分の出入り
を促し，バインダー層と支持体の化学的な劣化を促進する。加えて，画像を
支持体に保持させるバインダー層の破壊を促す。高温多湿の場合や写真資料
が温湿度の周期的変動下にある場合は，構造的な損傷や化学的劣化の割合が
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最も大きくなる。

　古い写真プリントやスライド，ネガが混在するコレクションの収蔵庫では，
相対湿度 30～50%で一日の周期的変動が±5%以内が理想である。もし写真
のみが保管される場合には 30～40%が最良である。写真を紙資料，羊皮紙
あるいは革装本とともに保存する場合は，非写真資料への過度のストレスを
避けるために，相対湿度 40～50%を維持することが必要だろう。しかし，
ネガフィルムや透明ポジフィルム（硝酸プラスチックや酢酸プラスチック）
および古いガラス乾板ネガのような写真資料は，相対湿度 40～50%でもさ
らに劣化が進む可能性がある。相対湿度がそれほど高くない 40～50%の水
準であってさえ，硝酸や酢酸の劣化は湿度に大きく影響される。ISO（国際
標準化機構）の最近の改正では，フィルムベースや発色現像方式カラー写真
の期待寿命を延ばすために，異なるいくつかの環境条件が推奨されている。
これらの環境条件は，温度と湿度がある一定の範囲内である場合に，低温は
より高い湿度を補うことができ，低湿はより高い温度を補うことができると
いう温度と湿度間の相乗関係の概念に基づいている。例えば，低温（7℃）
の場合，相対湿度は 20～30%の範囲が適切であるが，－3℃の場合は相対湿
度 20～40%，－10℃の場合には相対湿度が 20～50%の広範囲でも許容でき
る（ISO 18911）。最近の研究では，古い硝酸フィルムもこれらと同様の保存
環境に対応できることが示された（Reilly 1993）。ガラス乾板ネガはガラス
の分解と剥離を最小限にするために相対湿度 30～40%で保存する（ISO 

18918）。インクジェット方式プリントでは，特に 1990年代初期から中期の
ものが高い湿度に敏感で，湿度が 80%以上になった場合には大きな被害を
受ける。インクジェット方式プリントと他の写真を一緒に保存する場合には，
相対湿度 50%以上は避けるべきである。

　収蔵庫の温度はできるだけ低いほうがよいが，収蔵庫内で働く職員にとっ
て無理のない温度に調整する。ポリエステルフィルムベースのネガや黒白写



15

真を長期保存する際の最適な保存温度は 18℃である。ISOの定義する「長期」
とは，「可能な限り長く情報を保存することを意図する期間」のことである
（ISO 18920）。一日の温度変動は±2℃以内で安定させるべきである。硝酸セ
ルロースや酢酸セルロースのフィルムベース，および発色現像方式カラー写
真は，18℃以上になると急速に劣化が促進されるので，長期保存するために
は，低温（10～16℃），冷蔵（2～8℃），あるいは冷凍（0℃以下）の温度条
件が必要となる（ISO 18920）。一般的に低湿（30～50%）の場合には，保存
温度も低ければ低いほどよい。

　冷蔵保存を選択した場合には，維持費が高額になることを念頭におかなけ
ればならない。特に，温度が低くなるほど維持費は高くなる。小さなコレク
ションであれば，家庭用の冷蔵庫や冷凍庫を使うことにより冷蔵保存の費用
を抑えられるかもしれないが，その場合には特別な防湿装置が必要となる。
どのような冷蔵保存方法を採用する場合においても，相対湿度の上昇や結露
を防ぐための注意が必要である。故障や停電による冷蔵庫・低湿保管庫の運
転停止の際に起こる結露から写真を守るため，不測の事態に対する計画を立
てておかなければならない。コレクションを低温（10～16℃）あるいは冷蔵
（2～8℃）条件で保存している場合は，利用前に状態調整時間を要する。な
ぜならば，結露を防ぐために，利用場所の温湿度に慣らす必要があるためで
ある。すぐに利用できないことに対して不便を感じるかもしれないが，現時
点では低温で保存することだけが写真の長期保存を可能にするということを
理解すべきである。冷蔵保存を行わない場合，温度に影響を受けやすい写真
資料は数十年で劣化してしまう可能性があるが，冷蔵保存をすれば，何世紀
にもわたって変わることなく資料を保存していくことができるのである。

6.3　大気汚染物質

　次の大気汚染物質は写真画像に損傷を与える。
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a. 酸化性ガス
b. 固体粒子
c. 酸性ガスおよび硫化ガス
d. 環境ガス

　酸化性ガスは，主に石炭や石油などの化石燃料を燃やすことにより生成さ
れた汚染物質で構成される。窒素酸化物（酸化物と二酸化物）やオゾンは，
写真画像に害を与える主なガスである。窒素酸化物は自動車のエンジンなど
の燃焼によって発生する。オゾンは超高層大気中で自然発生するが，光が窒
素酸化物と反応する場合，低層大気中にも発生することがある。また，一部
の静電式コピー機やプリンターによってもオゾンは発生する。酸化性ガスは
画像材料に化学反応を引き起こし，写真画像を退色させる。銀画像と一部の
インクジェット方式プリントが特に大気汚染物質から影響を受けやすい。

　工場などから排出される煤や灰のような固体粒子は，戸外に多く存在し，
冷暖房のダクトやドアおよび窓から図書館，文書館内に侵入することがある。
油脂性で研磨性があり，化学的あるいは生物学的に活性である微粒子は，棚
やコレクション上に付着して埃を集め，コレクションが動かされる際に他の
資料に埃をまき散らす。

　燃焼の副生成物が大気中の湿気と結合し，写真資料に別の被害をもたらす。
石炭や油などの化石燃料が燃やされると窒素と二酸化硫黄が生成され，大気
中の窒素と二酸化硫黄が水と反応すると，硝酸および硫酸が生じる。これら
の酸は，写真のあらゆる構造に影響を及ぼし，銀画像の色あせ，印画紙や台
紙の変色・劣化を引き起こす。

　環境ガスは，ごく少量であっても写真画像に大きな被害を与える。未加工
板，塗料，ワニスからの過酸化物，写真の近くに置いてある粗悪な紙やプラ
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スチック製品，また一般的な洗濯用溶剤からの刺激臭は，画像の酸化や退色
を引き起こす恐れがある。

　収蔵庫内に供給される空気は，大気中に存在する微粒子と有害ガスをフィ
ルタで除去した清浄なものにするべきである。固体粒子を除去するために，
セルロースフィルタや繊維ガラスフィルタを備えているか，ガス状の大気汚
染物質をろ過する化学的吸収装置を備えているものが，より適切なフィルタ
装置である。空気浄化フィルタは，効果を保つために定期的に交換する必要
があり，空気の循環も定期的に点検しなければならない。フィルタを通らな
い外気が収蔵庫内へ流れ込んだり，淀んだ空気が滞留する場所があってはな
らない。収納キャビネット，保存用包材，保存容器は，写真を大気汚染物質
や有害なガスから一定程度守ってくれる。しかし，多くの静電式コピー機や
プリンターは写真に害を与えるオゾンを放出するので，収蔵庫付近での使用
は避けるべきである。また収蔵庫内で，監督管理されていない塗装や清掃は
許可しない。含有物のわからない洗剤や塩素および他の漂白成分を含んだ洗
剤，油性ペンキやワニスは，写真資料の近くで使用・保管しない。塗料の気
化ガスは，画像の退色を引き起こす汚染物質源になることがあるので，新し
く塗装をしたばかりの部屋に写真を保管することは避ける。収蔵庫内の清掃
には，塩素を含まない洗剤や石鹸を使用することが望ましい。写真用の収蔵
庫内では水をベースにしたラテックス塗料だけを使用するべきである。理想
的には，ラテックスで塗られた展示ケースや収蔵庫は，写真の保存に使用す
る前に少なくとも 1週間は乾燥させる。また，金属製の備品を購入する場合
は，粉末塗装仕上げが施されたものにする。

6.4　光

　写真は光による劣化に対して非常に脆弱であるため，常設展示は推奨でき
ない。定期的に展示作品を入れ替えることが，写真画像の光による劣化を最
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小限に抑えるのに最適な方法である。光によって特に劣化しやすい写真は，
複製を展示するのが一番である。光による被害は累積的で，光の強さ，照射
時間，放射線の波長によって左右される。可視光のうち青（400～500 nm）
のスペクトルと紫外線（300～400 nm）は，特に劣化を促進させる。太陽光
や一般的な蛍光灯は紫外線を放射するので注意が必要である。

　展示室の照明レベルはできるだけ低く抑えるべきであるが，展示資料を鑑
賞するために 30～100ルクスは必要である。昨今は，インクジェット方式の
種類によって光に対する反応性が異なり，インクジェット方式プリントに対
する適切な照明レベルの判断が非常に困難になっている。染料方式（特に
1990年代前半に使用されたもの）が光に非常に敏感である一方，顔料に基
づいた方式は堅牢である。もし，どのタイプのインクジェット方式プリント
なのか正確にわからない場合には，照度を 30～100ルクス程度に抑え，展示
時間を少なくすることを推奨する。カラースライドは，可視光でも紫外線で
も，さらされると退色する恐れがある。例えば，コダクロームスライドはプ
ロジェクターに 10分かけただけで明らかに退色するが，暗所に保存されて
いる場合には色彩が安定している。紫外線レベルは，1ルーメン当たり 75

マイクロワットを超過してはいけない。UVメーターは紫外線レベルを測定
するのに必要であり，白熱光のレベルは，光度計かカメラの測光計でも測定
できる（Canadian Conservation Institute, N2/5）。展示の方針を定めるための参
考文献を示す（Wagner 2001, Watkins 2004）。

　閲覧室の照明は，資料を閲覧しやすい明るさに保持する。窓からの光や蛍
光灯は，写真に害を与える紫外線の主供給源となるが，紫外線放射の少ない
電球を設置するか，紫外線吸収スリーブを蛍光灯に装着することで解決でき
る。あるいは，紫外線カットガラスを設置するか，ブラインドを取り付ける
ことでも対処できるだろう。紫外線放射の少ない電球やスリーブは市販され
ている。収蔵庫内の光量は自動消灯装置を導入することにより調整できる。
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閲覧室で利用者が写真資料を利用していない時や，利用後すぐに収蔵庫に戻
さない時，あるいは展示会を設営している間などは，写真を黒い布，厚紙シ
ートやマットボードで覆って保護することも大切である。

7　清掃

　虫（シミ，ゴキブリなど）やげっ歯類（ネズミ，ハツカネズミ，リス）は，
写真資料に損害を与える。これらは資料をかじるだけでなく汚物で収蔵庫内
や資料を汚し，また，人目につきにくく掃除しにくい場所に巣を作る。コレ
クションが保存されている場所での飲食は厳禁である。床，棚，箱やキャビ
ネットは常に埃をはらい掃除機をかけ清潔にする。虫やげっ歯類，水漏れに
よる被害を受けやすくなるので，コレクションは床に直接置いてはならない。

8　化学現像処理と画像の安定性

　銀画像の劣化は主に，使い古した定着液の使用，定着時間の不足，不十分
な水洗などの不適切な現像処理工程が原因で生じる。水洗処理が十分でない
と，フィルムや印画紙にチオ硫酸塩（定着剤）が残留する。時間が経つにつ
れ，写真に残留した定着剤は，画像層，バインダー層，支持体を黄色や茶色
に変色させ，銀画像の退色を引き起こす。高温多湿の条件下では，この変化
はさらに促進される。写真画像が定着不足の場合には，光に弱く，光の影響
で暗く変色する恐れがある。残留薬品からの被害は時間をかけて進行してい
くため，何年も気づかれないことがある。発色現像方式カラー写真の安定性
も不適切な現像処理により損なわれる恐れがある。このような化学的劣化を
防ぐために，現像処理は ISO規格（ISO 18901）に沿って行う。このことは，
ネガを複製する際，コレクションネガから閲覧用プリントを作製する際，ま
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た可能であればだが，写真家から新しい写真コレクションを収集する際は特
に留意する。ケミカルトナー4)の使用も銀画像の劣化を防ぐ働きをする。カ
ラー現像処理には，印画紙やフィルムの特徴に合わせた推奨製品を使用する
のがよい。
4) 従来の粉砕法に対して，化学的方法によって製造されたトナーのこと。種々の方法がある。

9　保存方法と保存用包材

　写真資料を保存するにあたり，適切な保存用備品と保存用包材を用意する
ことは，資料を物理的損傷から保護し繊細で脆弱な資料を安定させる。そし
てこのことは，すべての資料にとって基本的な保護処置となる。収納キャビ
ネットと保存用包材を注意して選定すれば，こうしたものが写真資料の劣化
を促進することはない。保存条件を決定する場合には，写真の状態，利用頻
度，スペース，環境条件，保存に割ける人員や予算などを考慮しなければな
らない。膨大なコレクションに対して作業を行う場合，徐々にしか状況を改
善できないことがしばしばあるが，その積み重ねによって大きな成果を得る
ことができる。

　もし，化学的に有害な気体が発生したり，落下防止などの適切な物理的保
護をしていないような，低品質なキャビネットに収納すると，写真資料が深
刻な被害を受ける場合がある。大きすぎる箱に隙間をあけて入れたり，きつ
く詰め込んだりする場合も，損傷の要因となる。プリントをバラバラの状態
でファイル用引き出しに収納するとたるみやカールを招く。しかもプリント
を取り出すたびに，損傷してボロボロになってしまう。ガラス乾板ネガは特
に脆弱で，ファイルキャビネットにむきだしのまま，あるいは積み重ねて詰
め込むと破損する恐れがある。
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　キャビネットや棚などの保存用備品は，ステンレス，アルマイト，あるい
は粉末塗装が施されたスチールのような不燃性，非腐食性材質のものにする。
木や加工木材でできた棚は，リグニンや過酸化物，油脂を含んでいて，ガス
が発生したり写真資料に付着したりする恐れがあるので，一般的には使用す
べきでない。また，エナメルが焼きつけられたばかりの棚は，エナメル塗料
を製造中に乾燥定着させることは非常に困難なため，有害な化学物質を発生
する場合がある。

　用途に合わない保存用包材や低品質素材でできた保存用包材によって，プ
リント，ネガ，スライドが破損や劣化を起こす場合がある。低品質素材の包
材の場合，素材から酸性物質が写真に移り，保護するための処置がかえって
写真画像を傷めることもある。用途に合っていない保存用包材も同様の結果
をもたらす。

9.1　素材

　一般的に入手できる保存用包材は，「保存用」あるいは「酸を含まない」
と記されたものである。しかし，これらの製品のうちにも，リグニン，染料，
サイズ剤，塗料，可塑剤，あるいは他の有害な添加物を含んでいる場合があ
る。写真を保存する際に，未処理の木材パルプでできた紙，グラシンペーパ
ー，あるいはポリ塩化ビニル（PVC）で作られている保存用包材は，絶対に
使用してはならない。また，着色された紙から作られた製品も避けるべきで
ある。なぜなら，たいていの場合，使用されている染料やインクは不安定で
写真に色移りやにじみを与えたり，あるいは，中に保管した写真に悪影響を
与えるからである。保存用包材の素材が完全に安全であるためには，写真活
性度試験（PAT）ISO 18916を含む最新改定版の ISO 18902の規定に適合す
るか，もしくはそれ以上の条件を満たさなければならない。また，信頼のお
ける業者から保存用包材を購入することも重要である。
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9.2　デザイン

　紙製の封筒はプリントやネガの保管によく使用される。封筒に使われてい
る接着剤が銀画像にしみや退色を引き起こす恐れがあるため，プリントやネ
ガの乳剤（画像）面は，合わせ目や接合部に接しないようにする。このよう
にすることで，画像にしみや退色を引き起こす危険性を最小限に抑えられる。
封筒の合わせ目が中心ではなく，端部にあるものを使用する。写真に対する
最良のハウジングは，最初に写真をスリーブか封筒に入れ，それをフォルダ
ーに入れて，最後に保存箱に入れるというように，幾重にも保護することで
ある。ただし，この手順をすべての機関あるいはすべてのコレクションに対
して適用することは難しい。その場合は，写真をひとまとめにフォルダーに
入れ，それを保存箱に入れるだけでも十分である。

9.3　紙かプラスチックか

　紙製包材かプラスチック製包材かの選択は，収納方法の決定に伴うさまざ
まな要素を考えてみるのによい事例である。前述のとおり，保護する写真の
方式，状態，使用頻度，収納スペース，財源，保存環境などが決定時の判断
要素になる。紙製の保存用包材はプラスチックよりも安価であるが，使用頻
度が高い場合には，出し入れの際にすり傷がつく可能性がある。紙製スリー
ブや封筒は，ISO規格に従い，α-セルロースの含有量が 87%で，リグニン
や砕木パルプ，アラム・ロジンサイズ剤を含まない素材で作られたものを使
用する。また，紙は pH7～9.5の範囲とする。バッファー紙は，酢酸フィル
ムや硝酸フィルム，プラチナ印画，銀印画，発色現像方式カラー写真，酸性
の台紙に貼り付けられた写真に使用するとよい。青写真や建築図面（ジアゾ
写真・青焼き）に対しては，ノンバッファー紙（ほとんどが pH6～7）の使
用を推奨する（Kissel and Vigneau 1999, Ware 1999）。
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　プラスチック包材は，写真に指紋が付着するのを防ぐ。また写真を物理的
に保護するため，コレクションの使用頻度が高い場合には好んで使用される。
包材用素材として適したプラスチックは，ポリエステル，ポリエチレン，ポ
リプロピレンやスパンボンド・ポリオレフィンあるいはポリスチレンである。
これらのプラスチックは，一般的に不活性で可塑剤を含んでおらず，化学的
に安定しているため，ISO規格で推奨されている。そして，多くの場所で多
くの写真資料に問題なく使用されている。しかし，湿度が高い場合は，包材
が滑らかな写真表面に貼り付いてしまうため，相対湿度 80%以上の環境で
長期保存する場合には，プラスチック素材を使用しない。また，プラスチッ
クに添加剤，塗料，紫外線吸収剤が使用されている場合は，使用を避ける。
表面が曇っているポリエステルやポリエチレン，ポリプロピレンのフィルム
は，プラスチックフィルムがコーティングされているか，大量の可塑剤を含
んでいることを示しているので，これも使用を避ける。ゴム糊，接着テープ，
クリップや輪ゴムのような化学的あるいは物理的な損傷を引き起こす危険性
がある接着剤や留め具は使用しない。冷蔵環境（2～8℃）で保存されないな
らば，硝酸フィルムや初期の酢酸フィルムにプラスチック包材は使用しない。

9.4　推奨する保存方法

(1) プリント

　最適な写真の保存方法は，マッティング 5)を施すことである。台紙は物理
的損傷や汚染物質，環境変動などから写真を保護する。しかし，マッティン
グはかなり高額で作製に時間を要し，コレクションが多い場合にはより大き
な収納スペースが必要になる。マッティングができない場合は，支え用 2層6)

ボードとともに紙製フォルダーもしくはポリエステル Lスリーブを使用す
るのがよい。ポリエステル Lスリーブとは，2枚のポリエステルシートを合
わせ，隣接する 2辺を L字型に封じてあるものである。袖付の写真は，バ
ッファー紙のフォルダーに入れてから，保存箱に入れる。使用頻度が低いコ
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レクションや大量のコレクションに対するより安価な保存方法は，写真を L

スリーブかフォルダーに入れ，劣化している写真にだけ支えとして 2層ボー
ドを使用することである。しかし，この方法では取り扱いに対する保護の度
合いが減少する。画像が剥離した写真，あるいは特に傷つきやすい画像表面
を持った写真は，静電気が支持体から画像もしくはバインダーを持ち上げて
損傷を与えるので，プラスチックの中には保管しない。写真が 8×10インチ
よりも大きい場合には水平に保管する。縦置きの保存方法を選んだ場合には，
写真が斜めにならないように，必ず保存箱の中を適度に充填するか，あるい
は写真が倒れかかるのを防ぐために仕切りなどを使用する。垂直に棚に置く
場合は，保存箱が棚上でうまく支えられていることを確認する。
5) 写真を台紙に固定する方法。
6) マットの断面の層から紙の厚さを表す。ツープレイともいう。

(2) 大判写真プリント

　大判写真プリントはフォルダーの中にしまうか，紙にはさむか，あるいは
前述のとおりにポリエステルのスリーブに収納する。その後，収納した写真
は，大きな保存箱に入れて棚に置くか，あるいはマップケースに入れて保存
する。利用のために写真を広げた際，ひび割れが生じるので，丸めて保存し
ないようにする。

(3) 額装写真

　額装された作品を保存する際は，黒い布か不透明なもので覆い，光から保
護する。写真を額装のまま保存する場合は，マッティングとヒンジング 7)が
適切であるか，使用材料が高品質であるかを確認する。額装写真に適した保
管庫がない場合は，写真を額から取り外して前述のとおりに保存する。
7) 台紙の正しい位置にプリントを保持するために，上下辺または裏側上辺に取り付ける方法。
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(4) ガラス乾板ネガ

　状態のよいガラス乾板は紙製包材（封筒やタトウ）に入れて一つずつ保管
する。ガラス乾板は，キャビネットか保存箱の中に長辺を下に垂直に立てる
ように配置し，開放式の棚に置く。タトウは，利用頻度が低く暗室で利用し
なくなったネガには最良である。また，ガラス乾板ネガの重さに耐える，十
分な強度を持つ棚が必要である。保存箱にはハッキリと“壊れ物／ガラス”，
“重量品”と明記する。保存箱に余分なスペースがある場合は，取り扱いの
際に乾板同士がぶつかり合うのを最小限に抑えるために，2層ボードもしく
は段ボールを詰める。5×7インチ以上のガラス乾板は，1～1.5インチ間隔
に金属の仕切りがあるキャビネットでの保存が理想的である。

(5) 破損したガラス乾板，画像層が劣化したガラス乾板

　破損したガラス乾板は，ISO PAT試験に合格した材料でかつ，McCabe（1991）
によって提案されたガイドラインに添った構造のシンクマット8)に保存する。
これより簡易な方法としては，高品質の 4層ボードか保存用段ボールの間に
破損したガラス乾板を挟んでタトウの中に収納し，それを浅い箱に入れて水
平に保存する方法がある。8×10インチより大きなガラス乾板は重量がある
ので，積み重ねる場合は 2段までとする。ひびの入ったガラス乾板は，封筒
やスリーブに入れて，ガラスかリグニンなしのラグボードの支持体で固定す
る。理想的には，損傷を受けたガラス乾板ネガの保存や安定化は，修復の専
門家と相談した上で行い，破損したガラス乾板の修復は，写真修復の専門家
に委託する。
8) 落とし込みボード。

(6) 硝酸セルロースフィルム

　硝酸セルロースフィルムは，アメリカでは 1889年から 1951年までの間製
造され，他の国では 1960年代まで製造されていた。イーストマン・コダッ
ク社は硝酸フィルムの大量生産に成功した最初の会社であったが，その後，
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他の会社によって硝酸セルロースフィルムは世界的に製造されるようになっ
た。硝酸セルロースは可燃性であり，適切な基準や規則（例えば NFPA40な
ど）に従って保存，輸送，処分しなければならない。硝酸フィルムは本来不
安定で，古くなると酸性になり，粘着性が出て，脆くなる。硝酸セルロース
フィルムの劣化は，硝酸セルロースプラスチック支持体の分解から始まり，
段階的に進んでいく。硝酸フィルムは劣化するとともに窒素酸化物を生じさ
せ，銀画像，ゼラチンバインダー，他の印画紙やフィルムの支持体に悪影響
を及ぼすので，同じ場所に保存されている他の種類の写真に損傷を与える。
したがって，硝酸系資料は識別し，できるだけ正確に複製して，バッファー
紙の包材（プラスチックは絶対に使用しない）で保護し，よく換気された部
屋に他のコレクションとは隔離して保存するようにする（Eastman Kodak 

1998）。硝酸フィルムはすべて，劣化が起きていないかどうか定期的に検査
する。劣化の進んだ硝酸セルロースは 41℃程度の低い温度で自然発火する。
消防法では，硝酸系資料は耐火キャビネットや特別保管庫などに別個に保存
することを義務付けている。低温低湿で保存すれば，硝酸フィルムの劣化は
非常に遅くなる。

(7) 酢酸セルロースフィルム

　1920年代になると硝酸セルロースフィルムは，安全な酢酸セルロースフ
ィルムに徐々に取って代わられた。酢酸セルロースフィルム（二酢酸セルロ
ース，酢酸セルロースプロピオネート，酢酸ブチルセルロースあるいは三酢
酸セルロース）は，製造時に混合した可塑剤と溶剤が経時的に蒸発する時に
縮む傾向があり9)，フィルムベースがしわになるとともに，ゼラチン乳剤層
にしわが寄り，フィルムベースから剥離する。画像は，乳剤層に形成された
しわや溝の広がりによって変形する。さらに，フィルムベースはますます酸
性化し，分解する。酢酸の匂いは，酢酸セルロースフィルムベースが劣化し，
被害が生じている兆候である。1948年に発表された三酢酸セルロースフィ
ルムは，今日も広く使われている。すべての酢酸フィルムは劣化の兆候を逃
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さないように定期的に検査する。劣化したフィルムは，安定した環境条件の
下，バッファー紙のスリーブに入れて保存する。不安定な初期の酢酸フィル
ムネガは，よく換気された収蔵庫に他の写真資料とは別に保存する。プラス
チックの収納箱は，近年製造された安全なフィルムネガ（酢酸またはポリエ
ステル）に対して使用する。酢酸系の資料を長期的に保存する場合は，バッ
ファー紙の包材に収納する。酢酸セルロースフィルムも他の写真と同様に，
低温低湿で保存することで劣化の進行を遅らせることができる。
9) 酢酸セルロースフィルムは不完全な乾燥や湿気などの水分を伴うことで，フィルム内で加

水分解が始まり酢酸を生じる。それとともに，酢酸セルロース本体から可塑剤が離れて溶

出し，ベースに収縮を起こす。

(8) 発色現像方式カラー写真

　発色色素は本質的には不安定で，光によって退色する。また，“通常”の
温度と相対湿度下で暗い場所に保存しても黄変・退色する。一般的に，高温
では退色が促進されるので，発色現像方式カラー写真は退色と画像の喪失を
遅らせるために，温度 2℃，相対湿度 20～50%で保存することが望ましい。

(9) アルバム，スクラップブック，台紙に貼った写真

　古いプリントの台紙は，多くの場合，酸性の分解しやすい材料から作られ
ている。アルバムやスクラップブックの貼り付けに使われている市販の接着
剤は酸性であり，次第に変色・退色して脆くなり，資料を傷める。酸性紙の
台紙が脆くなった場合，写真画像自体が破損してしまう恐れがある。台紙に
貼った写真が破れやすく脆くなった場合には，保存用収納箱の中に 4層マッ
トボードのようなもので厳重に固定するか，保護のためにシンクマットの中
に置いて安定させる。

　アルバムは紙に包んで，保存箱かアルバムの大きさに合わせた保存用包材
に収納する。特に価値のあるアルバムに対しては完全な保護処置を行うべき
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であるが，アルバムの保存には費用がかさむことも予め考えておきたい。極
端に使用頻度が高いアルバムやスクラップブックは，調査利用用として写真
複写を作製する。間紙の使用は，アルバムが厚くなり製本にストレスを与え
るので，よく考えて行う。間紙の使用でアルバムページの保護が得られる例
は，次のとおりである。非常に光沢がある写真や容易に剥がれる写真あるい
はその両方，定着液による汚れがある写真，プラチナプリント，テープや接
着剤が付いた写真などがアルバム内で他のプリントと接触するような場合で
ある。

10　デジタル出力，ハードコピー

　この 20年間で，デジタル印刷分野には実に多くの技術が導入されるよう
になった。デジタル出力という幅広い分野で，インクジェット方式，静電方
式や昇華型熱転写方式といった印刷技術が，美術作品，写真および文書の作
成にますます利用されるようになり，それらの印刷物は図書館，文書館，美
術館や個人コレクターなどによって収集・管理されている。

　これらの印刷技術によって作成されたものは従来の写真方式と著しく異な
る。この違いは，保管場所や展示方法に新たな影響を与える。これらの資料
は比較的新しいので，我々は，これらの資料がどのように経年変化し，劣化
していくのかを追いかけ始めたところである。現在，これらの画像資料につ
いての保存と試験の基準が，画像資料に関する ISO規格に組み込まれるよ
うになった。

10.1　インクジェット方式プリント

　インクジェットプリンターは，紙やプラスチックなどの支持体に微量のイ
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ンクを雫状に落とす方法である。インクは有機染料もしくは，顔料からでき
ており，インクジェットプリンターはさまざまな支持体に各種のインクセッ
トを使って印刷することができる。その結果として，インクジェット方式プ
リントではきわめて多くのプリンター，インクセット，支持体の組み合わせ
があるといえる。さらに，同じインクと同じプリンターを使用しても異なる
支持体に印刷した場合には，安定性が大きく異なるという研究報告もある
（Wilhelm 2002）。このインクと支持体の相互作用は，インクセットと紙の組
み合わせに関する知識を可能な限り多く持っておくことの重要性を示してい
る。この知識は，印刷をする時だけではなく，収集，保存，修復などの際に
も必要である。インクジェット方式プリントについては，暗部の安定性，光
による退色，湿気への敏感さ，オゾンなどの大気汚染物資に対する脆弱性な
どが懸念されている。

　インクジェットが美術作品や長期間価値を有するものに使われ始めている
ことから，デジタル印刷業界は，インクシステムの耐光性に対して大きな向
上を見せている。しかしながら，インクジェット方式プリントは耐光性が完
璧だと考えるべきではなく，展示の際には格段の注意を要する。また，湿気
に弱いということも別途の留意点である。概してインクジェット方式プリン
トは水や汚れに弱いものが多く，画像の損失は水滴の落下や多湿の下に短時
間さらされることでさえ起こる。ただ，新しい有機染料や顔料の使用で，イ
ンクジェット方式プリントの耐水性は改善されてきており，現在はオゾンの
ような大気汚染物質からの影響について，関心が高まってきている。ガスに
よる退色についての試験方法は ISO規格として制定されている。

10.2　静電方式プリント

　静電技術は 1959年からオフィスの複写機に利用されてきた。そして，レ
ーザー機能がこの技術に追加されることで，デジタル情報の印刷が可能にな
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った。特にこの 20年ほどでカラーの静電方式プリントが一般的に使用され
るようになった。静電技術を使ったコンピュータプリンターやコピー機が，
デジタルファイルの出力装置として，文字書類だけではなく黒白やカラー写
真の作成にまでますます使われるようになってきている。静電方式は，トナ
ーに含まれる樹脂や顔料が，熱によって溶けて紙に固定されるというシステ
ムである。現時点では，これらの素材は一般的にインクジェット方式や昇華
型熱転写方式より画質が劣っているため，美術作品の製作にはほとんど使用
されない。しかしながら，この方式は使用する顔料や樹脂の性質によっては，
水や汚染物質にそれほど敏感でない。ただし，顔料によっては不安定なため，
展示にあたっては注意すべきである。多くの事務用紙に使用されている紙の
品質はあまり高くないので，長時間光にさらされると退色を起こす。

10.3　昇華型熱転写方式プリント

　昇華型熱転写方式プリントは，熱転写処理を行っており，昇華した後，受
像層で液化する染料を用いて画像を形成している。特徴としては，染料を受
けるために受像層に特別な細工がされたコート紙を使用する。したがって，
インクジェット方式や静電方式とは異なり，このタイプの資料に使われてい
る印画紙や昇華色素の種類はかなり少ない。有機染料から作られている資料
についていうと，有機染料は光退色を起こすので，光にさらすのは最小限に
するべきである。また，この技術はインクジェット方式や静電方式と比較し
て高額なため，印画方法としては一般的ではない。

11　取り扱い

　写真の取り扱いの責任を担っている職員や研究者は，写真資料の適切な取
り扱い方法や手入れ方法を習得すべきであり，これを怠ると資料に被害を与
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える危険性が増す。無知，怠慢，不注意は，写真への被害を招きかねない。
たとえば，接着テープを使っての写真の修復，インクペンやフェルトペンで
のオリジナル写真への補筆，不適切な条件下での展示などは怠慢の一例であ
る。防災計画や安全対策，適切なコレクション管理などを怠らずに徹底する
ことが，貴重なオリジナルを何度も繰り返して利用する上で重要である。資
料を取り扱う者は，目録，ハウジング，閲覧時の乱暴な取り扱いや，危険な
場所での保管，不適切な運搬方法による破損といった不注意な行為は，避け
なければならない。

　写真やネガを取り扱う時は，手は清潔に洗い，リントフリー10)の綿手袋，
もしくは化学反応を起こさないプラスチック（例えばニトリルのような）の
手袋を使用し，写真の表面を触らないようにする。もし，写真を調査してい
る間に移動させたり，ひっくり返したりしなければならない時は，必要以上
に写真に触れる，折る，曲げるなどが原因で写真が損傷するのを防ぐために，
補助支持体（プレキシグラス11)，2層もしくは 4層のラグボード，もしくは
フォルダーストック）を使用する。収蔵庫から研究室までのように離れた場
所に写真を運ぶ際には，安定していて適当な大きさで水平な棚があるブック
カートを使用したほうがよい。写真アルバムなどを安全に見られるよう，閲
覧室には書見台を備える。書見台は角度の調整ができるもので，きつく製本
された資料を開いて読む時に，傷まない程度に開けるようにしたい。フェル
トの袋に砂を満たして作った“スネーク”は，写真の表面に触れないように
使用すれば，開いたページを固定しておくために便利である。
10)毛羽立ちが少なく，糸くず等がでない。
11)アクリル樹脂板。ポリメタクリル酸メチル樹脂の商品名。

　最後に，細心の注意を払って写真の整理，目録化，保護処置を行うように
職員を教育することが重要である。脆弱で，破損・剥離しているような写真
だけでなく，フィルムやガラス乾板，プリントについても，その適切な取り
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扱い方法を教える必要がある。写真を正しく保存するために，ハウジングや
目録作業の際は，適切な保存用包材や他の必需品を用意しなければならない。
そして，職員の教育方法を常に検討し，必要であれば改善することも重要で
ある。
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げたい。そして，Sarah Wagner氏（テクニカルエディター），Carrie Beyer氏（プ
ロダクションマネジャー），Merrily Smith氏（マネージングエディター）に
も大変感謝している。さらに，米国議会図書館，米国国立公文書館，デラウ
エア大学にも大変お世話になった。

　この出版物はアンドリュー・ロブ（テクニカルエディター）により 2002

年に改訂された。とりわけ，さまざまな助言や提案をいただいた Sarah 

Wagner氏，Constance McCabe氏，Mark Mizen氏には深く感謝したい。
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